
 
  

 

1 
 

科
目 

国
語
科
教
育 

対
象 

国
語
教
育
サ
ブ
プ
ロ
グ
ラ
ム 

 

試験区分 

特
別
選
抜 

外
国
人
留
学
生
等
選
抜 

派
遣
教
員
選
抜 

現
職
教
員
選
抜 

一
般
選
抜 

×
 〇 

×
 〇 ○ 

   
受験番号 

      

令
和
七
年
度 

東
京
学
芸
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科 

入
学
試
験 

問
一  Ａ

Ｂ
群
の
国
語
科
の
基
礎
内
容
お
よ
び
国
語
科
教
育
に
関
す
る
用
語

適
当
な
組
み
合
わ
せ
を
五
組

記
号
で
答

 
 

Ａ
群 

あ 

金
田
一
春
彦 

 
 

い 

大
岡
昇
平 

 

う 

青
木
幹
勇 

 
 
 
 
 

え 

項
羽 

 
 
 
 

お 

菅
原
孝
標
娘 

 

か 
 
 

き 

源
信 

 
 
 

く 

頼
山
陽 

 
 
 
 
 
 

け 

行
阿 

 
 
 
 

こ 

垣
内
松
三 

さ 

西
行 

 
 
 
 
 

し 

源
順 

 
 
 

す 

藤
原
道
綱
母 

 
 
 
 

せ 

村
上
春
樹 

 
 

そ 

老
子 

た 

横
光
利
一 

 
 
 

ち 

李
賀 

 
 
 

つ 

観
応 

 
 
 
 
 
 
 

て 

石
森
延
男 

 
 

と 

安
部
公
房 

 

Ｂ
群 

ア 

大
器
晩
成 

 
 

イ 

前
衛
芸
術 

 
 

ウ 

み
ん
な
い
い
子
読
本 

 
 

エ 

補
忘
記 

 
 
 

オ 

新
感
覚
派 

 

カ 

仮
名
文
字
遣 

 

キ 

蜻
蛉
日
記 

 
 

ク 

抜
山
蓋
世 

 
 
 
 
 
 

ケ 

第
三
の
書
く 

 

コ 

国
語
の
力 

サ 

ノ
ン
ポ
リ 

 
 

シ 

言
語
と
思
考 

 

ス 

四
座
講
式
の
研
究 

 
 
 

セ 

山
家
集 

 
 
 

ソ 

鬼
才 

タ 

往
生
要
集 

 
 

チ 

和
名
類
聚
抄 

 

ツ 

第
一
次
戦
後
派 

 
 
 
 

テ 

日
本
外
史 

 
 

ト 

更
級
日
記 

 
 

 

Ａ
群 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

Ｂ
群 

 
 

あ 

金
田
一
春
彦 

 
 

 

ス 

四
座
講
式
の
研
究 

 
 

 

い 

大
岡
昇
平 

 
 
 

 

ツ 

第
一
次
戦
後
派 

 
 

 

う 

青
木
幹
勇 

 
 
 
―

 

ケ 

第
三
の
書
く 

 
 

 

え 

項
羽 

 
 
 
 
 

 

ク 

抜
山
蓋
世 

 
 

 

お 

菅
原
孝
標
娘 

 
 

 

ト 

更
級
日
記 

 
 

 

か 
 

 
―

 

シ 

言
語
と
思
考 
 

 
 

き 

源
信 

 
 
 
 
 

 

タ 

往
生
要
集 

 
 

 

く 

頼
山
陽 

 
 
 
 
―

 

テ 

日
本
外
史 

 
 

 

け 

行
阿 

 
 
 
 
 
―

 

カ 

仮
名
文
字
遣 

 
 

 

こ 

垣
内
松
三 

 
 
 

❘

 

コ 

国
語
の
力 

 
 

 

さ 

西
行 

 
 
 
 
 

 

セ 

山
家
集 

 
 

 

し 

源
順 

 
 
 
 
 
―

 

チ 

和
名
類
聚
抄 

 
 

 

す 

藤
原
道
綱
母

 
 
 

 

キ 

蜻
蛉
日
記 

 
 

 

せ 

村
上
春
樹 

 
 
 

 

サ 

ノ
ン
ポ
リ 

 
 
 
 

 
 

そ 

老
子 
 
 
 
 
 
―

 

ア 

大
器
晩
成 

 
 

 

た 

横
光
利
一 

 
 
 

 

オ 

新
感
覚
派 

 
 

 

ち 

李
賀 

 
 
 
 
 

 

ソ 

鬼
才 

 
 

 

つ 

観
応 

 
 
 
 
 
―

 

エ 

補
忘
記 

 
 

 

て 

石
森
延
男 

 
 
 

 

ウ 

み
ん
な
い
い
子
読
本 

 
 

 

と 

安
部
公
房 

 
 
 
―

 

イ 

前
衛
芸
術 

 
 

 



 
  

 

2 
 

科
目 

国
語
科
教
育 

対
象 

国
語
教
育
サ
ブ
プ
ロ
グ
ラ
ム 

 

試験区分 

特
別
選
抜 

外
国
人
留
学
生
等
選
抜 

派
遣
教
員
選
抜 

現
職
教
員
選
抜 

一
般
選
抜 

×
 〇 

×
 〇 ○ 

   
受験番号 

      

令
和
七
年
度 

東
京
学
芸
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科 

入
学
試
験 

問
二  次

の
国
語
科
の
基
礎
内
容
お
よ
び
国
語
科
教
育
に
関
す
る
語
句

ト
の
中
か
ら
五
つ
選

選
択
し
た
記
号
を
記

百
字
程
度
で
説
明

 
 

 ア 

国
字 

 
 
 
 

イ 

互
文 

 
 
 
 
 
 

ウ 

芦
田
・
友
納
論
争 

エ 
栄
花
物
語 

 

オ 

没
理
想
論
争 

 
 

 

カ 

紅
楼
夢 

 
 
 

キ 

学
年
別
漢
字
配
当
表 

ク 

雨
月
物
語 

 
 
 

ケ 

耽
美
派 

 
 

コ 

四
つ
仮
名 

 
 

サ 

観
点
別
評
価 

 

シ 

十
六
夜
日
記 

 
 
 

ス 

内
向
の
世
代 

 
 

セ 

テ
ン
ス 

 
 

ソ 

王
昭
君 

 
 

タ 

お
く
の
ほ
そ
道 

チ 

テ
ク
ス
ト
論 

 
 
 

ツ 

狂
言 

 
 
 
 
 

テ 

刎
頸
之
交 

 
ト 

 
 

解
答
例

 

ア 

国
字 

中
国
や
朝
鮮
で
の
造
字
法
を
模
倣
す
る
形

日
本
で
新
た
に
作
り
出
さ
れ
た

中
国
で
作
ら
れ
た

と
狭
義
に
位
置
付
け
た
場
合

日
本
製
の

お
よ
び
そ
れ
に
準
ず
る

和
製
漢
字

 
 

イ 

互
文 

漢
文

二
つ
の
二
字
熟
語
を
そ
れ
ぞ
れ
分
解

入
れ
子
状
に
配
す
る

を
そ
れ
ぞ
れ
分
解

天
長
地

と
い
う
語
を
作

他

現
代
日
本
語
に
し
ば
し
ば
見

漢
詩

平
仄
の

制
限
上
こ
の
よ
う
な
修
辞
を
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多

 
 

ウ 

芦
田
・
友
納
論
争 

 

芦
田
恵
之
助
と
友
納
友
次
郎
に
よ
る
綴
り
方
の
教
授
法

論
争

書
き
手
の
自
主
性
を
重
ん
じ
る
随
意
選
題
の
綴
り
方
教
授
法
を
提
唱
す

る
芦
田
に
対

友
納
は
系
統
的
な
指
導
の
必
要
か
ら
練
習
目
的
論
に
立
つ
綴
り
方
教
授
法
を
提
唱

 
 

エ 

栄
花
物
語 

 

 

平
安
時
代
後
半
成
立
の

か
ら
堀
河
天
皇
ま
で
の
約
二
百
年
の
歴
史
を
年
次
に
沿

記

赤
染
衛
門
作
者
説

藤
原
道
長
の

生
涯

の
光
源
氏

栄
華
獲
得
の
要
因
を
後
見
の
問
題
と
絡
め
て
描
き
出

同
じ
道
長
を
中
心
と
し
た
歴

と
は
異
な
る
独
自
の
歴
史
観

 
 

オ 

没
理
想
論
争 

 

明
治
二
十
年
代

坪
内
逍
遥
と
森
鴎
外
と
の
間
で
行
わ
れ
た

を
主
舞
台
に
展
開

と

は

理
想
や
主
観
を
直
接
表
さ
ず

事
象
を
客
観
的
に
描
く

あ
る
い
は
そ
の
よ
う
な
態
度
で
描
か
れ
た
作
品
の
特
質

逍
遥
が

の
作

品
を
そ
の
よ
う
に
規
定
し

文
学
の
没
理
想
性
と
記
述
に
よ
る
帰
納
的
批
評
を
説
い
た
の
に
対
し

鴎
外
は
価
値
判
断
の
基
準
の
重
要
性
と
美
の
理
想
を
主
張
し

 

 

カ 

紅
楼
夢 

清
代
の

の

か
ら
成

後
四
十
回
は
別
人
の
続
作

な
ど
の
別
名
が
多
数
存
在

貴
族
社
会
の
豪
奢
な
生
活
を
背
景

貴
公
子
と
美
女
た
ち
の
恋
愛
を
艶
麗
に
描

中
国
四
大
奇
書
に
数

と
比
較
さ
れ
る
こ
と
も
多

 



 
  

 

3 
 

科
目 

国
語
科
教
育 

対
象 

国
語
教
育
サ
ブ
プ
ロ
グ
ラ
ム 

 

試験区分 

特
別
選
抜 

外
国
人
留
学
生
等
選
抜 

派
遣
教
員
選
抜 

現
職
教
員
選
抜 

一
般
選
抜 

×
 〇 

×
 〇 ○ 

   
受験番号 

      

令
和
七
年
度 

東
京
学
芸
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科 

入
学
試
験 

キ 

学
年
別
漢
字
配
当
表 

 

小
学
校
で
学
習
す
る
漢
字
一
〇
二
六
字

何
年
生
で
扱
う
か
を
示
し
た
表

平
成
二
十
九
年
版
の
学
習
指
導
要
領

な
ど
都
道
府
県
名
に
用
い
る
漢
字
が
新
た
に
二
十
字
加

学
年
ご
と
の
配
当
漢
字
の
移
行
も
行

 
 

ク 

雨
月
物
語 

 

 

上
田
秋
成
著
の

や
日
本
の
古
典
文
学
の
文
体
と
世
界
を
利
用

幻
想
的
な
作
品
世

界
を
構
築

怪
異
を
と
お
し
て
人
間
の
執
念
や

克
明
に
描
き
出

日
本
の
怪
異
小
説
の
代
表
作

の

が

の

の

の

の
話

 

 

ケ 

耽
美
派 

 

に
勢
力

の
現
実
志
向
に
対
し

美
に
最
高
の
価
値

文
体
の
華
麗
さ
や
虚
構
性
・
感
覚
重
視

な
ど
が

ワ
イ
ル
ド
な
ど
の
西
欧
世
紀
末
思
潮
を
背
景
に

官
能
性
の
偏
愛
や
デ
カ
ダ
ン
ス
へ
の
傾
斜

森
鴎
外
・
上
田
敏
を
理

論
的
支
柱
と
し

に
よ
る
永
井
荷
風
や

パ
ン
の
会
の
木
下
杢
太
郎
・
北
原
白
秋
な
ど
が
広
範
な

活
躍

谷
崎
潤
一
郎

も

 

 

コ 

四
つ
仮
名 

 

の
四
つ
の

表
さ
れ
る
音
節

室
町
中
期
頃

仮
名
で
別
々
の
音
が
表

し
分

口
頭
語

江
戸
時
代
初
期
ま
で
に
音
韻
上
の
別
が
失

仮
名
遣
い
の
規
範
と
し
て
加

書
き

分
け
が
知
識
と
し
て
求

学

 
 

サ 

観
点
別
評
価 

学
習
指
導
要
領
で
示
さ
れ
た
教
育
目
標
や
内
容
に
照

児
童
・
生
徒
の
学
習
状
況
を
評
価

小
・
中
・
高

に
学
習
に
取
り
組
む

の
三
観
点

目
標
に
準
拠
し
た
評
価
を
行

 
 

シ 

十
六
夜
日
記 

 

 

藤
原
為
家
の
晩
年
の

の

に
出
京

東
海
道
を
下

同
月
二
十
九
日
に
鎌
倉
に
到
着
す

る
ま
で
の
旅
日
記

翌
年
秋
ま
で
の
鎌
倉
滞
在
記
か
ら
成

夫
の

の
子
と
わ
が
子
と
の
間
に
起
き
た
相
続
問
題
を
鎌
倉
幕
府
に
訴
訟
し
て
解
決

す
る
た
め
の
旅

京
に
残
し
た
子
供
た
ち
や

へ
の
思

道
中
の
風
物
へ
の
興
味
を
和
歌
に
詠
み
な
が
ら
旅

滞
在
記
で
は
知
人

と
の
和
歌
の
贈
答
や
添
削
な
ど
を
行
い
旅
中
の
心
を
慰
め
る
こ
と
な
ど
が
記

 

 

ス 

内
向
の
世
代 

 

一
九
七
〇 

(

昭
和
四
十
五) 

年
前
後
に
登
場
し
て
き
た
一
群
の
文
学
者
た
ち
を
小
田
切
秀
雄

自
我
と
個
人
的
な
状
況
の
な
か
に
だ
け
自
己
の
作
品
の
手
ご

た
え
を
求
め
よ
う
と
し
て
お
り

脱

の
内
向
的
な

と
評

古
井
由
吉

阿
部
昭

黒
井
千
次

小
川
国
夫

坂
上

弘

後
藤
明
生
ら
の
小
説
家

川
村
二
郎

秋
山
駿
ら
の
批
評
家
を
指

の
小
田
切

内
向
の

の
語
に

そ
の
閉
鎖
性
へ
の
批
判
を
込
め

社
会
全
体
が
非

化
し
て
い
く
に
従
い

内
面
に
沈
潜
す
る
こ
と
で
外
部
の
現
実
を
浮
き
立
た
せ

浮
遊
す
る
生
の
不
確
か
さ

を
描
く
そ
の
表
現
方
法
は

む
し
ろ
時
代
を
誠
実
に
映

今
で
は

内
向
の

は
こ
の
文
学
者
た
ち
の
傾
向
を
言
い
当
て

て
い
る
語
と
し
て

価
値
判
断
抜
き
に
用

 

 



 
  

 

4 
 

科
目 

国
語
科
教
育 

対
象 

国
語
教
育
サ
ブ
プ
ロ
グ
ラ
ム 

 

試験区分 

特
別
選
抜 

外
国
人
留
学
生
等
選
抜 

派
遣
教
員
選
抜 

現
職
教
員
選
抜 

一
般
選
抜 

×
 〇 

×
 〇 ○ 

   
受験番号 

      

令
和
七
年
度 

東
京
学
芸
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科 

入
学
試
験 

セ 

テ
ン
ス 

出
来
事
が
い
つ
生

動
詞
の
形
態
的
対
立

時
間
関
係
を
位
置
付
け
る
文
法
的

の
一

動
詞
の
形
態
的
差
異
が
テ
ン
ス
の
区

分
を
示
さ
な
い
言
語

日
本
語

タ

で
過
去

ル

現
在
・
未
来
を
表
し
得

時
制

 
 

ソ 

王
昭
君 

中
国
四
大
美
女
の
一
人
に
数
え
ら
れ
る
前
漢
の
元
帝
の

が
和
親

漢
の
王
女
と
の
婚
姻
を
求
め
て
き
た
際
に
差
し
出

望
郷
と
悲

憤
に
暮

異
郷
の
地
に
没

画
工
に
肖
像
画
を
醜
く
描

選
ば
れ
て
匈
奴
に
送
ら
れ
た
と
す
る
逸
話

に

王
昭
君
を

と
し
た
文
学
作
品
が
多
く
作

李
白
や
白
居
易
の

の
馬
致
遠
の

が
よ
く
知

に
も
取

り
立
て
て
部
立
て
が
存
在

 
 

タ 

お
く
の
ほ
そ
道 

 

松
尾
芭
蕉
著
の

に
江
戸
深
川
を
出
立

北
関
東
・
東
北
・
北
陸
を
旅
し
た
体
験
に
基

没
年
の
元
禄
七
年
ま

で
推
敲
を
重
ね
て
成
立

旅
で
出
会

自
然
や
人
間
と
の
関

過
去
の
古
典
文
学
の
世
界
に
思

人
間
と
は
何
か
を
探
求

発
句
を
自
立
性
の
高
い
文
芸
へ
と
高

蕉
風
俳
諧
と
称
さ
れ
る
新
た
な
芸
術
的
世
界
を
構
築

 

 

チ 

テ
ク
ス
ト
論 

 

フ
ラ
ン
ス
構
造
主
義

テ
ク
ス
ト
分
析
は
二
つ
の
水
準

第
一
は
言
語
学
的
水
準
で
の
音
韻
や
文
法
の
分
析

詩
的
テ
ク
ス
ト

の
脚
韻
と
文
法
範
疇(

)

の
密
接
な
関
係
を
論
じ
た
ヤ
コ
ブ
ソ
ン
や

物
語
の
語
り
手
や
時
間
の
構
造

な

ど
の
文
法
的
観
点
か
ら
解
明
し
た

第
二
は
テ
ク
ス
ト
の
全
体
的
構
成
の
水
準
で
の
分
析

登
場
人
物
の
行
為
を
基
本
単
位

組
合

物
語
が
構
成
さ
れ
る
と
考

ク
リ
ス
テ
バ
は
詩

的
言
語
の
意
味
形
成
を
テ
ク
ス
ト
の
深
層
構
造
の
仕
組

究
明

後
期
バ
ル
ト
や
ク
リ
ス
テ
バ
に
お
い
て
テ
ク
ス
ト

完
結
し
た
構

造

と
対
置

同
時
代
や
他
の
時
代
の
作
品
へ
と
無
限
に
開

バ
ル
ト
は
読
解
の
多
様
性

ク
リ
ス

テ
バ
は
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ク
ス
ト
の
相
互
連
関
の
な
か
で
形
成
さ
れ
る
意
味
創
造
の
無
限
性
を
強
調

 
 

ツ 

狂
言 

室
町
時
代
に
発
達
し
た

と
共
に
生

現
在
も
同
じ
舞
台
で
演
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多

能
は
悲
劇
や
幽
玄
味

狂
言
は
喜
劇
を
主
な

マ

江
戸
時
代

の
三
流
が
出
揃

明
治
時
代
に
鷺
流
が
亡

室
町
末
か
ら
江
戸
時
代
の
日
本
語
の
研
究
資
料
と
し

て
も
注
目

 
 
 

 
 

テ 

刎
頸
之
交 

お
互
い
に
な
ら
首
を
は
ね
ら
れ
て
も
か
ま
わ
な
い
と
い
う
ほ
ど
の
強
い
友
情
を
表
す

は

の

は
趙
の

藺
相
如
が
国
家
の
命
運
を
想

自
分
と
争
わ
な
い
こ
と
を
知

心
服
し
て
藺
相
如
と
深
い
交
際
を
結

後
の
漢

楚
抗
争

陳
余
と
張
耳
が
刎
頸
の
交
わ
り
を
結

友
情
は
破
綻

 
 

ト 
 

が
形
作

の
情
報
を
受
信

を

に
捉
え
批
判
的
に
読
み
解

自
ら
の
表
現
に
活

用
し
発
信
す
る
能
力

平
成
二
十
九
年
度
版
国
語
科
学
習
指
導
要
領

知
識
及
び

２

の
扱
い
方
に
関
す
る

情
報
の
信
頼
性

の
確
か
め
方
を
理
解
し
使
う
こ
と
が
求

 



 
  

 

5 
 

科
目 

国
語
科
教
育 

対
象 

国
語
教
育
サ
ブ
プ
ロ
グ
ラ
ム 

 

試験区分 

特
別
選
抜 

外
国
人
留
学
生
等
選
抜 

派
遣
教
員
選
抜 

現
職
教
員
選
抜 

一
般
選
抜 

×
 〇 

×
 〇 ○ 

   
受験番号 

      

令
和
七
年
度 

東
京
学
芸
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科 

入
学
試
験 

問
三 

 
 

平
成
二
十
九
年
度
版
の
学
習
指
導
要
領

指
導
計
画
作
成
上
の
配
慮
事
項
の
中

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学

実
現
に
向
け
た
授
業
改
善
と
し

学
び
の
深
ま
り
の
鍵

見
方
・
考
え

探
究
的
な

質
の
高
い
深
い
学
び
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
求

 
 

国
語
科
で
ど
の
よ
う
な
探
究
的
な
授
業
を
作

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学

実
現

小
・
中
・
高
の
い
ず
れ
か
の
校

種
を
選

具
体
的
に
論

解
答
欄
は
次

 
 

注 
 

指
導
計
画
の
作
成
と
内
容
の
取
扱
い 

１ 

指
導
計
画
作
成
上
の
配
慮
事
項 

 

〇
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
実
現
に
む
け
た
授
業
改
善
に
関
す
る

 
 

平
成
二
十
九
年
七
月 

   

解
答
の
ポ
イ
ン
ト

 
 

小
・
中
・
高
の
別
を
明
確

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学

目
指
す
国
語
科
の
探
究
的
な
授
業
を
デ
ザ
イ
ン

具
体
的
に
述
べ
て
い
る

 
 

探
究
的
な
学
習

国
語
科

言
葉
に
よ
る
見
方
・
考
え

を
働

広
範
な
事
象
を
多
様
な
角
度
か
ら
俯
瞰
し
て
捉

実
社
会
・
実
生
活
の

課
題
に
関
連

自
己
の
生
き
方
を
問
い
続

 
 

 


